
永
代
橋

永
代
１
・
佐
賀
１
〜
中
央
区
新
川
１

永
代
橋
は
元
禄
１１
年
（
１
６
９
８
）
に
隅

田
川
に
架
か
る
４
番
目
の
橋
と
し
て
現
在
地

よ
り
１
０
０
ｍ
ほ
ど
上
流
に
架
橋
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
に
西
洋
式
の

木
造
橋
に
架
け
替
え
、
同
３０
年
に
現
在
と
ほ

ぼ
同
じ
場
所
に
鋼
鉄
製
の
ト
ラ
ス
橋
を
架
橋

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
橋
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
底
が
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
、
内
務

省
復
興
局
が
震
災
復
興
事
業
第
１
号
と
し
て

新
た
な
橋
を
架
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
現
在
の
永
代
橋
で
す
。

橋
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
復

興
局
で
は
、「
帝
都
東
京
の
門
に
は
荘
重
か
つ

雄
大
で
男
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
そ
の

結
果
リ
ブ
タ
イ
ド
ア
ー
チ
橋
（
バ
ラ
ン
ス

ト
・
タ
イ
ド
・
ア
ー
チ
橋
）
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
設
計
は
復
興
局
土
木
部
長
の
太
田
圓

三
を
中
心
に
原

案
を
田
中
豊
、

設
計
を
竹
中
喜

義
ら
が
行
い
、

橋
桁
は
神
戸
川

崎
造
船
所
が
製

作
し
ま
し
た
。

な
お
、
デ
ザ
イ

ン
は
ド
イ
ツ
の

ラ
イ
ン
川
に
架

現在の清洲橋�現在の清洲橋�

1

NO.

238
2007.7.10

◎永代橋・清洲橋
国指定重要文化財内定記念特集

関東大震災と江東区の近代橋梁

◆平成19年度芭蕉記念館企画展

江東地域のゆかりの人物

◆中川船番所資料館
平成19年度第１回企画展示

「しらべてみよう！
地域の歴史～大島編～」

☆18年度委託調査・区外史料調査報告

中川番所の史料をもとめて二
～猿江御蔵納御用中日記～

▼江東区文化財ガイド員活動報告
区内芭蕉史跡めぐり

●新刊案内

�　こうとう区報（5/1号）やメディア等で大きく報道されていますように、4月20日

に永代橋（永代1・佐賀1）、清洲橋（清澄1）、勝鬨橋（中央区）の3橋が国の重

要文化財（建造物）に内定したことが発表されました。区内の国指定文化財と

しては八幡橋（旧弾正橋）、明治丸〔いずれも建造物〕、松平定信墓〔史跡〕に

続いて4,5件目となります。�

永代橋・清洲橋国指定重要文化財内定記念特集�

関東大震災と江東区の近代橋梁�

昭和30年代の永代橋�
（深川図書館所蔵）�
昭和30年代の永代橋�
（深川図書館所蔵）�

現在の永代橋�現在の永代橋�

昭和昭和30年代年代の清洲橋の清洲橋�
（深川深川図書館所蔵図書館所蔵）�
昭和30年代の清洲橋�
（深川図書館所蔵）�
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か
っ
て
い
た
レ
マ
ー
ゲ
ン
鉄
道
橋
を
モ
デ
ル

と
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
大
正
１３
年
（
１
９
２
４
）
１２
月
に

着
工
し
、
同
１５
年
１２
月
２０
日
に
開
通
式
を
行

い
ま
し
た
。
橋
の
長
さ
は
１
８
４
・
７
ｍ
、

幅
は
２
５
・
６
ｍ
で
、
基

礎
工
事
に
は
日
本
で
ま
だ

充
分
広
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
工
法
を
採
用
し
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
技
術
者
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
施
工
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ー
チ
の
繋
ぎ
材

に
高
張
力
鋼
を
採
用
し
、

日
本
海
軍
が
研
究
中
で
あ

っ
た
低
マ
ン
ガ
ン
鋼
の
一
種
で
あ
る
デ
ュ
コ

ー
ル
鋼
を
実
用
化
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

技
術
的
に
も
斬
新
な
工
法
を
採
用
し
た
永
代

橋
は
２
９
２
万
４
千
円
と
い
う
巨
額
の
費
用

を
つ
ぎ
込
ん
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

清
洲
橋

清
澄
１
〜
中
央
区
日
本
橋
中
洲

も
と
も
と
「
中
洲
の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
た
渡

し
場
に
架
橋
さ
れ
た
清
洲
橋
は
、
永
代
橋
と

セ
ッ
ト
で
復
興
局
に
よ
っ
て
震
災
復
興
事
業

と
し
て
計
画
さ
れ
た
鋼
鉄
橋
で
す
。「
清
洲
橋
」

の
名
は
西
詰
が
日
本
橋
区
中
洲
町
、
東
詰
が

深
川
区
清
澄
町
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
名
の
１
字
を
と
っ
て
名
付
け
ま
し
た
。

計
画
に
あ
た
っ
て
復
興
局
で
は
「
帝
都
東
京

の
門
」
永
代
橋
と
対
に
な
る
よ
う
に
、
繊
細

で
女
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
意
図
し
、
当
時
世

界
で
最
も
美
し
い
橋
と
評
価
さ
れ
て
い
た
ド

イ
ツ
ケ
ル
ン
市
の
大
吊
り
橋
を
モ
デ
ル
と
し

て
自
碇
式
吊
り
橋
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
設

計
は
永
代
橋
と
同
じ
く
太
田
圓
三
を
中
心
に

鈴
木
精
一
が
行
い
、
橋
桁
製
作
は
神
戸
川
崎

造
船
所
が
行
い
ま
し
た
。

工
事
は
大
正
１４
年
（
１
９
２
５
）
３
月
に

着
工
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
３
月
に
竣

工
し
、
同
月
１５
日
に
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

長
さ
は
１
８
６
・
２
ｍ
、
幅
２
５
・
９
ｍ
で
、

永
代
橋
と
同
様
に
、
基
礎
工
事
に
は
ニ
ュ
ー

マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
、
橋
を
吊
る
た
め

の
ア
イ
バ
ー
ケ
ブ
ル
に
デ
ュ
コ
ー
ル
鋼
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
工

事
の
総
費
用
は
３
２

１
万
３
千
円
と
永
代

橋
よ
り
も
多
く
か
か

り
ま
し
た
。
完
成
し

た
清
洲
橋
は
隅
田
川

に
架
か
る
橋
の
中
で
最
も
美
し
い
と
評
価
さ

れ
、
そ
の
優
美
な
姿
は
「
震
災
復
興
の
華
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
と
江
東
区
の
橋
梁
建
造
事
業

大
正
１２
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
は
江
東
区
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。
深
川
区
で
は
焼
失
面
積

が
８０
％
を
超
え
、
全
壊
１
、
９
７
０
戸
、
半

壊
１
、
８
４
１
戸
と
全
戸
数
の
約
１５
％
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
（『
東
京
府
大
正
震
災
誌
』、

大
正
１５
年
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告

第
百

号
』）。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
４
、
０
０
０

人
を
超
え
、
９５
％
以
上
の
区
民
が
被
災
し
ま

し
た
。
城
東
区
（
亀
戸
・
大
島
・
砂
町
）
で

は
被
災
戸
数
は
６
、
３
４
１
戸
と
多
か
っ
た

も
の
の
死
傷
者
は
７１
名
で
、
深
川
区
に
比
べ

る
と
少
な
い
被
害
に
留
ま
り
ま
し
た
。
深
川

区
で
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
の
は
、
火
災

に
よ
っ
て
橋
が
焼
け
落
ち
、
避
難
者
が
退
路

を
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

だ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
市
や
深
川
区
で
は
震
災
の
教
訓
を
活

か
し
て
、
復
興
事
業
と
し
て
焼
け
落
ち
に
く

い
鋼
鉄
製
の
橋
梁
を
架
け
る
方
針
を
打
ち
出

し
、
大
正
１３
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
多

く
の
橋
を
新
設
、
ま
た
は
架
け
替
え
ま
し
た
。

深
川
区
・
城
東
区
で
は
昭
和
元
年
か
ら
７
年

の
間
に
１
５
４
も
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
特
に

昭
和
４
、
５
年
で
１
０
５
橋
と
集
中
し
て
架

け
ら
れ
ま
し
た
（
下
段
表
）。
橋
は
東
京
市
、

深
川
区
、
城
東
区
、
ま
た
新
田
橋
の
よ
う
に

個
人
が
架
け
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

今
に
残
る
昭
和
初
期
の
橋
梁

こ
れ
ら
の
橋
の
多
く
は
運
河
や
堀
の
埋
め

立
て
に
よ
り
廃
橋
に
な
っ
た
り
、
老
朽
化
に

よ
り
架
け
替
え
ら
れ
た
り
、
大
規
模
な
改
修

が
行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
小
規
模
な
改

修
を
行
い
な
が
ら
も
今
な
お
原
型
を
と
ど
め

て
い
る
橋
が
あ
り
ま
す
（
３
頁
下
の
図
）。

橋
の
構
造
は
ガ
ー
ダ
ー
橋
、
ト
ラ
ス
橋
、

本村橋、琴平橋、平久橋、大島橋、茂森橋、洲崎橋、四之橋、相生橋、五の橋、横川橋、清水橋、東雲橋、亀黒橋、末広橋、豊森橋、北之橋、
弾正橋、境川橋、美芳橋、栖原橋、住吉橋、山水橋�

青山橋、石島橋、武市橋、相生橋、伊東橋、富岡橋、福島橋、古石場橋、松の橋、三島橋、緑橋、大横橋、平住橋、牡丹橋、海砂橋、友田橋、
御堀橋、天神橋、繁栄橋、福富橋、富島橋、松永橋、元木橋、和倉橋、猿江橋、千鳥橋、北新橋、崎川橋、福寿橋、雑治橋、小名木川橋、大島
橋、千石橋、泰喜橋、蛤橋、孝慈橋、巽橋、大栄橋、大和橋、松本橋、亀久橋、新鳥橋、千田橋、蓬莱橋、富士見橋、吉岡橋、木場橋、要橋、森
住橋、浜園橋、入船橋、永居橋、新開橋、千砂橋、豊木橋、新扇橋、三石橋、巴橋�

小松橋、新高橋、勝衛門橋、幾世橋、岩井橋、範多橋、柳島橋、東富橋、豊砂橋、平木橋、黒船橋、沢海橋、昭和橋、海辺橋、石住橋、栗原橋、
松代橋、伊予橋、亀居橋、舟木橋、下木橋、木更津橋、加藤橋、栄木橋、蘆洲橋、一木橋、海軍堀橋、丸太橋、島田橋、築島橋、鶴島橋、越中島
橋、上之橋、大久保橋、板小橋、青海橋、六の橋、万年橋、大富橋、井上橋、西深川橋、豊島橋、丸本橋、横相橋、平井橋、福永橋、永本橋�

菊川橋、永代橋、汐見橋、豊住橋、扇森橋�

亥の堀橋、御船橋、清洲橋、下の橋、関口橋、豊平橋、進開橋、鶴歩橋、松栄橋、扇橋、鶴寿橋�

石浜橋、高橋、東深川橋、神明橋、中川大橋、境橋、錦糸橋�
弁天橋、新田橋、鴎橋、白妙橋�

5

22

11

58

47

7

4

昭和1

昭和2

昭和3

昭和4

昭和5

昭和6

昭和7
�＊『江東区二十年史』（1967）、『江東区年表』（1999）より作成。＊大正15年12月25日に昭和元年に改元。＊これらの橋には東京市が架橋したもの、深川区が架橋したもの、城東区が架橋したもの、個人が架橋したもの
がある。＊太ゴシックで示した橋は小規模の改修を経ながらも現在、原型をとどめているもので、それ以外は廃橋、架替、大規模改修を受けたものである。�

関東大震災後に架橋・架替れた鉄橋�

竣工当時の永代橋（土木学会土木図書館所蔵）

竣工当時の清洲橋
（土木学会土木図書館所蔵）
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ア
ー
チ
橋
、
吊
り
橋
が
あ
り
ま
す
（
図
参
照
）。

ガ
ー
ダ
ー
橋
は
橋
脚
の
上
に
材
を
渡
し
た
最

も
簡
単
な
構
造
で
す
（
弁
天
橋
な
ど
）。
ト
ラ

ス
橋
は
三
角
形
を
連
ね
た
形
式
で
最
も
安
定

感
が
あ
り
、
区
内
で
最
も
多
く
見
ら
れ
ま
す

（
大
栄
橋
な
ど
）。
ア
ー
チ
橋
は
文
字
通
り
弓

な
り
の
形
状
で
景
観
に
優
れ
ま
す
が
複
雑
な

構
造
計
算
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
万
年
橋
、
白

妙
橋
）。
吊
り
橋
は
橋
の
上
に
塔
を
建
て
て
空

中
の
ケ
ー
ブ
ル
を
も
っ
て
橋
を
吊
り
上
げ
る

形
式
で
す
（
清
洲
橋
）。

こ
れ
ら
の
橋
は
江
東
区
の
景
観
を
か
た
ち

作
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
は
い
ま
現
在
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
老
朽

化
が
進
め
ば
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
古
く
な

っ
た
橋
は
架
け
替
え
ら
れ
る
運
命
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
区
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な

近
代
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
安
全
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
後
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
赤
澤
春
彦
）橋の構造

堅川�

新大橋�

清洲橋�

永代橋�

小名木川�

仙台�
　堀川�

大
横
川�

横
十
間
川�

墨
田
川�

１�

２�

３�

４�
５�

６�

７�

８�

９�１０�

１１�

１２�

１３�

１４�１７�２０�

１８� １９�

１５�

１６�

２１�

２２�

２３� 川・堀・運河�

道路・公園�
（もと川・堀）�

八幡橋、M11（S4現在地へ移設）、
富岡1～2、トラス、�
国指定重要文化財

平久橋、S2.5、
木場1～牡丹3、トラス

御船橋、S3.3、
佐賀1～福住1、ガーダー

鶴歩橋、S3.7、
冬木～木場3、トラス

木場橋、S4.2、
木場3、トラス

古石場橋、S4.3、
牡丹1～2、ガーダー

緑橋、S4.4、
佐賀1～福住1、トラス

弁天橋、S7、
木場6～東陽3、ガーダー

福寿橋、S4.9、
平野4～千石1、トラス

新田橋、S7.6、
木場5～6、トラス
※H15年に架替

崎川橋、S4.9、
平野4～木場4、トラス

大栄橋、S4.11、
平野4～千石1、トラス

松本橋、S4.11、
毛利2～墨田区江東橋4、トラス

亀久橋、S4.12、
平野2～冬木、トラス

富士見橋、S4.12、
東陽5～6、ガーダー

新高橋、S5.1、
森下5～白河4、トラス

小松橋、S5.1、
猿江1～扇橋1、トラス

豊島橋、S5.1、
佐賀2、ガーダー

西深川橋、S5.2、
森下3～白河1、トラス

東富橋、S5.2、
富岡2～牡丹3、トラス

築島橋、S5.6、
木場2、ガーダー

万年橋、S5.11、
常盤1～清澄1、アーチ

白妙橋、S7.1、
塩浜1～2、アーチ

【キャプション】�

橋名、竣工年月（M＝明治、
S＝昭和）、所在地、構造

１� ２� ３� ４� ５�

６�

７�

８�

９�

１０�１１�１２�１３�１４�

１５�

１６�

１７�

１８� １９� ２０� ２１�

２２�

２３�

今に残る昭和初期の橋�
�
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各
地
に
は
、
歴
史
に
名
を
刻
ん
で
き
た
、

ゆ
か
り
の
人
々
が
数
多
く
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
こ
こ
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
ち
、
ま

た
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
り
と
…
。
あ
る
い
は
、

そ
こ
に
移
り
住
ん
だ
り
、
そ
こ
を
作
品
の
題

材
に
選
ん
だ
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
展
示
で
取
り
上
げ

る
「
江
東
地
域
」
と
は
、
隅
田
川
の
東
部
に

位
置
す
る
現
在
の
江
東
区
と
墨
田
区
に
跨
る

地
域
を
便
宜
的
に
指
し
て
い
ま
す
。

東
京
を
象
徴
す
る
隅
田
川
に
は
、
か
つ
て

在
原
業
平
が
「
名
に
し
お
は
ば
い
ざ
こ
と
と

は
ん
都
鳥
我
お
も
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」

と
詠
み
、
こ
こ
に
立
っ
て
都
を
偲
び
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
一
番
の
行
楽

地
と
し
て
、
市
中
か
ら
四
季
折
々
「
春
は
墨

堤
の
桜
、
夏
は
両
国
の
花
火
、
秋
は
川
面
に

舟
を
浮
か
べ
て
の
月
見
、
冬
は
雪
景
色
」
と
、

大
い
な
る
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

人
々
は
こ
こ
に
集
い
、
ま
た
こ
の
地
域
は
独

特
の
下
町
の
風
情
と
人
情
に
よ
っ
て
、
育
ま

れ
て
来
た
の
で
す
。

展
示
で
は
、
深
川
を
拠
点
に
俳
諧
活
動
を

展
開
し
た
松
尾
芭
蕉
（
古
池
の
跡
）
の
ほ
か
、

芭
蕉
と
関
係
の
深
い
人
物
を
中
心
に
、
画
人

の
英

は
な
ぶ
さ

一い
っ

蝶
ち
ょ
う
（
宅
跡
）、
芭
蕉
に
草
庵
を
提
供

し
た
と
さ
れ
る
杉
山
杉
風

す
ぎ
や
ま
さ
ん
ぷ
う

、
芭
蕉
の
参
禅
の

師
仏
頂
（
臨
川
寺
）、
そ
し
て
芭
蕉
門
の
度

わ
た
ら

会い

園そ
の

女め

（
墓
所
）
な
ど
の
作
品
と
と
も
に
、
こ

の
地
域
と
の
関
わ
り
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
中
後
期
の
書
家
三み

つ

井い

親し
ん

和な

（
墓
所
）
を
は
じ
め
、
後
期
の
戯
作
者

山
東
京
伝
（
誕
生
の
地
）
・
滝
沢
馬
琴
（
誕

生
の
地
）
と
浮
世
絵
師

飾
北
斎
（
江
東
地

域
の
画
題
の
作
品
を
残
す
）
の
短
冊
、
歌
舞

伎
役
者
の
七
代
目
市
川
団
十
郎
（
宅
跡
）
が

書
し
た
掛
軸
、
浮
世
絵
師
の
歌
川
豊
国
（
墓

所
）
が
七
十
七
歳
の
喜
寿
の
祝
い
の
年
賀
に

配
っ
た
錦
絵
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
作
品

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
近
現
代
に
入
る
と
、
こ
の
江
東
地

域
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
『
深
川
の
唄
』
な
ど

の
作
品
で
知
ら
れ
る
永
井
荷
風
、『
人
生
劇
場
』

（
残
侠
編
）
で
砂
町
（
砂
村
）
を
背
景
に
取
り

入
れ
た
尾
崎
士
郎
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
刺
青
』

で
佐
賀
一
丁
目
辺
り
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
主
人
公
清
吉
、『
晴
小
袖
』『
風

流
深
川
唄
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
川
口

松
太
郎
な
ど
、
作
家
の
句
や
歌
の
短
冊
も
展

示
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
は
、
こ
の
江
東
地
域
に
ゆ
か

り
の
５４
人
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
紐
解
く

こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
横
浜
文
孝
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
回
の
展
示
は
、
芭
蕉
記
念
館
・
深
川
江

戸
資
料
館
・
中
川
船
番
所
資
料
館
の
歴
史
文

化
施
設
で
、
江
東
の
「
ひ
と
・
物
・
地
域
」

を
テ
ー
マ
に
初
の
合
同
企
画
展
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
１０
月
３１

日
〜
１１
月
２５
日
ま
で
「
物
」
を
テ
ー
マ
に
特

別
企
画
展
「
江
東
区
の
た
か
ら
も
の
」
展
、

深
川
江
戸
資
料
で
は
「
地
域
」
を
テ
ー
マ
に

芭
蕉
記
念
館
�

開
館
時
間
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

展
示
室
休
室
�

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入

館

料
�

大
人
1
0
0
円
・
小
中
学
生
５０
円
�

交
　
　
　
通
�

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
大
江
戸
線
�

森
下
駅
下
車
　
徒
歩
７
分
�

問

合

せ
�

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
�

江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３
�

1
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８
�

１１
月
１０
日
〜
２５
日
ま
で
特
別
展
「
江
東
地
域

の
堀
・
川
」
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

京伝・馬琴の短冊

深川秋色の色紙
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中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
７
月
２１
日(

土)

か
ら
８
月
３１
日
（
金
）
ま
で
、
平
成
１９
年
度
第
１
回
企

画
展
示
「
し
ら
べ
て
み
よ
う
！
地
域
の
歴
史
〜
大
島
編
〜
」
を
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
で
開

催
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
私
た
ち
が
住
む
江
東
地
域
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
、
昭
和
２２
年
（
１
９
４
７
）
に
江
東
区
が
誕
生
し
て
か
ら
６０
周
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
第
１
回
企
画
展
示
で
は
、
今
ま
で
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
か
っ
た
江
東
区
内
の
各
地
域
、
特
に
資
料
館
が
あ
る
大
島
の
歴
史
を
取
り
上
げ
ま
す
。

１
　
江
戸
時
代
の
大
島

江
戸
時
代
の
大
島
地
域
は
１４
の
村
や
町
に

分
か
れ
、
田
や
畑
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
村
々
が
い
つ
成
立
し
た
か
、

詳
し
い
年
代
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
武
蔵
国

風
土
記
稿
」
に
は
、
元
禄
年
間
（
１
６
８
８

〜
１
７
０
３
）
の
絵
図
に
初
め
て
見
ら
れ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
以
前
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

大
島
に
あ

っ
た
寺
社
の

中
で
最
も
多

く
の
参
詣
者

を
集
め
て
い

た
の
が
、
現

在
の
大
島
３

丁
目
付
近
に

あ
っ
た
羅ら

漢か
ん

寺
（
現
在
あ
る
羅
漢
寺
と
は
別

の
寺
院
）
で
す
。
境
内
に
は
五
百
羅
漢
像
が

安
置
さ
れ
た
羅
漢
堂
や
、
堂
内
を
サ
ザ
エ
の

貝
の
よ
う
に
廻
る
た
め
に
名
付
け
ら
れ
た

「
さ
ざ
え
堂
」
な
ど
が
あ
り
、
周
辺
に
は
茶
屋

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２
　
大
島
町
か
ら
城
東
区
へ

明
治
２２
年
（
１
８
８
９
）、
前
年
に
制
定
さ

れ
た
「
市
制

及
町
村
制
」

に
基
づ
き
、

現
在
の
大
島

地
域
に
あ
っ

た
村
々
が
合

併
し
て
大
島

村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
明
治
３３
年
に
は
大
島
町
と
改
称
し
、

東
京
近
郊
の
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
す
る
と

と
も
に
、
人
口
も
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
は
、
亀
戸

町
・
砂
町
と
合
併
し
て
城
東
区
と
な
り
、
昭

和
２２
年
に
深
川
区
と
合
併
し
て
江
東
区
が
誕

生
す
る
ま
で
、
現
在
の
大
島
１
丁
目
に
区
役

所
が
置
か
れ
ま
し
た
。

３
　
大
島
の
神
さ
ま
、
仏
さ
ま

現
在
の
大
島
地
域
に
あ
る
寺
社
の
多
く
は
、

江
戸
時
代
の
村
が
形
成
さ
れ
る
中
で
そ
の
鎮

守
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
、
人
々
の
信
仰

の
対
象
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の

中
心
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宝
塔

寺
の
よ
う
に
、
小
名
木
川
を
往
来
す
る
商
人

た
ち
の
信
仰
を
集
め
た
寺
院
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

寺
社
の
中
に

は
、
戦
災
で

社
殿
を
焼
失

し
、
現
在
は

な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
所

も
あ
り
ま
す
。

大
島
７
丁
目
に
あ
る
東
大
島
神
社
は
、
戦
災

で
消
失
し
た
５
つ
の
神
社
を
統
合
し
て
建
て

ら
れ
た
神
社
で
、
境
内
に
は
旧
５
社
の
鳥
居

や
石
像
物
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

４
　
大
島
の
う
つ
り
か
わ
り

昭
和
３０
年

代
の
『
江
東

区
史
』
編
纂

の
際
に
撮
影

さ
れ
た
写
真

と
、
現
代
の

よ
う
す
を
見

比
べ
な
が
ら
、

大
島
地
域
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
７
月
２９
日
（
日
）
と
８
月
２６
日
（
日
）

の
午
後
１
時
か
ら
、
職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

史
跡
め
ぐ
り
や
、
学
校
の
調
べ
学
習
の
際
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館
　
鈴
木
将
典
）

江戸名所図会五百羅漢寺

宝塔寺塩なめ地蔵

新大橋通り大島1丁目交差点

中
川
船
番
所
資
料
館
�

開
館
時
間
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

休
　
館
　
日
�

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 
�

入

館

料
�

大
人
２
0
0
円
・
小
中
学
生
５０
円
�

交
　
　
　
通
�

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
　
東
大
島
駅
（
大

島
口
）下
車
　
徒
歩
５
分
�

問

合

せ
�

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館
�

江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５
�

1
０
３（
３
６
３
６
）９
０
９
１
�

羅漢通り五之橋方面の眺望
（大東京市併合記念大島町誌）
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江
東
区
古
文
書
調
査
団
（
団
長
・
吉
原
健
一

郎
・
成
城
大
学
教
授
）
は
、
平
成
１６
年
度
の
茨

城
県
立
歴
史
館
（
調
査
報
告
は
『
下
町
文
化
』
№

２
２
９
を
参
照
）
に
続
い
て
、
平
成
１７
・
１８
年

度
と
群
馬
県
立
文
書
館
（
前
橋
市
）
で
、
群
馬
県

域
に
残
さ
れ
て
い
る
江
東
区
関
連
の
古
文
書

所
在
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
群
馬
県
立
文
書
館

は
昭
和
５７
年
（
１
９
８
２
）
に
開
館
し
た
施
設

で
、
群
馬
県
に
残
さ
れ
た
歴
史
的
価
値
の
あ
る

古
文
書
・
記
録
や
県
の
公
文
書
（
行
政
文
書
、

行
政
資
料
等
）
な
ど
を
収
集
、
整
理
、
保
存
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
は
、
関
東
平
野
の
西
端
に
位
置
し
、

新
潟
県
や
長
野
県
、
福
島
県
と
の
県
境
に
は
関

所
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
関
所
に

関
す
る
史
料
は
、
中
川
番
所
と
の
比
較
検
討
を

行
う
上
で
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
木
材
や
硫
黄
、
銅
、
生
糸
な
ど
と
い
っ
た
資

源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
生
産
・
流
通

に
関
す
る
資
料
が
江
東
区
に
関
連
す
る
資
料

と
し
て
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
二
回
目
の
中
川
番
所
関
連
史
料
の

紹
介
と
し
て
、
猿
江
御
材
木
蔵
（
現
猿
江
恩
賜

公
園
）
に
御
用
材
を
納
め
る
際
に
残
さ
れ
た
日

記
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
日
記
は
勢
多
郡
水
沼
村
（
現
桐
生
市
）

の
星
野
七
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら

れ
た
も
の
で
、
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
閏
７
月

１３
日
か
ら
８
月
４
日
の
間
の
出
来
事
が
確
認

で
き
ま
す
【
表
参
照
】。
初
日
で
あ
る
閏
７
月
１３

日
に
は
江
戸
神
田
を
出
立
し
、
和
泉
橋
よ
り
船

に
て
下
大
島
村
旅
宿
に
到
着
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
御
材
木
蔵
へ
の
御
用
材
納
入
の
差
配
を

行
う
た
め
、
江
戸
に
出
府
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
日
記
は
書
き
始
め
て
い
る
の
で
す
。そ
し
て
、

和
泉
橋
か
ら
船
に
乗
り
、
神
田
川
、
小
名
木
川

を
経
由
し
て
下
大
島
村
（
現
江
東
区
大
島
）
の

旅
宿
に
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
す
る
と
下
大
島
村
の
名
主
八
左
衛
門

や
上
大
島
村
の
年
寄
三
右
衛
門
と
い
っ
た
人

物
が
ご
機
嫌
伺
い
に
来
て
い
ま
す
。
御
用
材
の

納
入
に
関
し
て
は
、
猿
江
御
材
木
蔵
周
辺
の
村

む
ら
に
と
っ
て
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
山
本
町
代
地
の
万
屋
佐

兵
衛
な
る
人
物
は
蒲
焼
き
を
持
参
す
る
な
ど
、

近
隣
の
人
々
が
し
ば
し
ば
来
訪
し
て
い
ま
す
。

閏
７
月
１５
日
に
は
木
場
の
遠
州
屋
太
左
衛

門
と
太
田
屋
徳
九
郎
が
「
敷
材
」
の
売
り
さ
ば

き
に
つ
い
て
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
こ
の
「
敷
材
」

と
は
御
用
材
を
筏
と
し
て
組
む
際
に
一
番
下

に
敷
か
れ
た
材
木
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
材
木
に

つ
い
て
、
木
場
の
材
木
問
屋
で
あ
る
太
田
屋
と

木
場
仲
買
の
遠
州
屋
が
関
わ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
、
太
田
屋
は
重
詰
（
お
弁
当
）
を
２
つ
、
遠

州
屋
は
ひ
し
お
（
醤
）
１
樽
を
持
参
し
て
い
ま

す
。七

郎
右
衛
門
は
下
大
島
村
で
こ
れ
か
ら
送

ら
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
御
用
材
を
待
つ
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
閏
７
月
１７
日
に
不
安
に
さ

せ
る
書
状
が
到
来
し
ま
す
。
御
用
材
の
差
配
を

受
け
持
つ
御
普
請
役
御
場
所
御
出
役
の
安
藤

弥
四
郎
か
ら
の
御
用
状
で
、
武
州
黛
村
（
現
埼

玉
県
上
里
町
）
一
帯
が
閏
７
月
６
日
、
７
日
の

両
日
大
雨
に
よ
っ
て
七
尺
（
約
２１０
㎝
）
も
出
水

し
た
と
の
報
告
で
し
た
。
黛
村
に
あ
る
藤
木
河

岸
は
今
回
の
御
用
材
を
筏
に
組
ん
で
積
み
出

し
て
お
り
、
組
ん
だ
筏
が
流
失
し
て
い
な
い
か

不
安
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
書
状
に
は
お
そ

ら
く
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

閏
７
月
１９
日
の
記
述
に
は
昨
１８
日
に
起
こ

っ
た
小
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
１１
日
に

藤
木
河
岸
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
筏
６
艘
は
１８

日
に
は
江
戸
川
を
下
っ
て
新
川
辺
に
到
着
し

ま
し
た
。
続
い
て
新
川
に
筏
を
通
す
た
め
、「
二

の
入
」（
二
の
江
か
、
現
江
戸
川
区
江
戸
川
）
の

人
足
を
頼
む
た
め
、
二
之
江
村
の
組
頭
吉
兵
衛

に
掛
け
合
い
ま
す
。
し
か
し
、
吉
兵
衛
は
御
用

材
の
極
印
が
違
う
、
と
し
て
人
足
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
筏
を
差
し
置
く
こ
と
も
ま
か
り

な
ら
ぬ
と
言
っ
た
の
で
す
。
御
用
材
を
運
搬
す

月　日

閏7月13日

閏7月14日

閏7月15日

閏7月16日

閏7月17日�

閏7月18日

閏7月19日

閏7月20日

閏7月21日

閏7月22日

閏7月23日

閏7月24日

閏7月25日

閏7月26日

閏7月27日

閏7月28日

閏7月28日

8月1日

8月2日

8月3日

8月4日

神田を出立し、下大島村旅宿着

御用材置場におく御用幟6本を木蔵人足頭へ渡す

武州黛村より7月6、7日に洪水が起きたとの書状が来る

筏6艘が東台島（当代島）を通過、西船堀村の乗子にて中川番所を通関

横川到着の筏のうち、杉木1本不足発見。会所を釜屋七右衛門宅に定める

筏4艘が横川着

筏3艘が横川着。槻木、杉木1本づつが紛失、届け出を出す

紛失木について御勘定組頭へ内々に報告

筏7艘が横川着

横川通到着の御用材につき御勘定の見分をうける

洗い終わった御用材を水門の中に入れる前に本数を確認する

※「猿江御蔵御用中日記」（黒保根村水沼　星野　家文書T4）より作成した。

【表】天保6年(1835)の猿江御蔵納御用中日記�

できごと
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る
た
め
に
上
州
か
ら
つ
い
て
き
た
筏
乗
り
が

難
儀
し
た
た
め
、
急
遽
御
用
材
運
搬
を
任
さ
れ

た
幕
府
御
普
請
役
の
川
島
小
七
郎
と
七
郎
右

衛
門
は
現
地
へ
急
行
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
運
ば

れ
て
き
た
御
用
材
の
運
搬
に
支
障
が
出
て
は

い
け
な
い
た
め
、
周
辺
の
村
む
ら
を
歩
き
回
っ

た
結
果
、
西
船
堀
村
（
現
江
戸
川
区
船
堀
）
に
筏

の
人
足
宿
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
ち
ら
の
人

足
を
頼
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１９
日
に
な
っ
て
下
今
井
村
（
現
江
戸
川
区
下

今
井
町
）
の
七
兵
衛
、
西
船
堀
村
の
筏
宿
弥
兵

衛
が
筏
運
搬
の
た
め
に
新
川
口
に
到
着
し
、
東

台
島
（
当
代
島
）
か
ら
新
川
に
入
っ
て
中
川
番

所
に
到
着
し
ま
す
。
中
川
番
所
を
通
行
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
西
船
堀
村
の
「
乗
子
」（
筏
師
）

を
雇
い
、
１
艘
あ
た
り
４８
文
の
茶
代
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
川
番
所
で
は
御
用
材
に

つ
け
ら
れ
た
極
印
を
確
認
し
ま
す
が
、
そ
の
方

法
で
は
手
間
が
か
か
る
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
御
用
材
運
搬
を
つ
と
め
る
た
め
に
日
記
と

と
も
に
書
き
記
し
た
と
思
わ
れ
る
留
書
に
は
、

「
売
木
」
の
体
裁
に
筏
を
組
ん
だ
方
が
「
弁
理
」

（
便
利
）
で
良
い
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
２０
日
に
は
筏
が
到
着
し
た
た
め
、
筏
に
つ

け
ら
れ
て
い
た
御
用
幟
を
引
き
上
げ
、
到
着
し

た
こ
と
を
記
し
た
書
状
と
と
も
に
藤
木
河
岸

へ
と
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
は

下
大
島
村
の
旅
宿
か
ら
釜
屋
七
右
衛
門
宅
へ

と
宿
を
移
動
し
ま
す
。
釜
屋
七
右
衛

門
は
鋳
物
業
を
営
む
商
人
で
す
が
、

こ
の
時
に
「
御
用
材
会
所
」
と
し
て

定
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、

な
ぜ
会
所
に
指
定
さ
れ
た
の
か
ど

う
か
は
不
明
で
す
。

２１
日
に
は
筏
が
順
調
に
到
着
し

て
い
る
こ
と
を
う
け
、
幕
府
の
担
当

と
な
っ
て
い
る
御
勘
定
方
の
遠
山

弥
左
衛
門
が
御
材
木
蔵
に
や
っ
て

き
ま
す
。
弥
左
衛
門
は
御
用
材
の
確

認
に
来
る
前
に
八
右
衛
門
新
田
（
現

江
東
区
北
砂
）
に
あ
る
「
御
手
絞
り

油
〆
所
」に
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
御
手
絞
り
油
〆
所
」
に
つ
い

て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
江
東
地
域
に
あ
る
幕
府
関
連
施
設
と
思
わ

れ
ま
す
。

２４
日
に
は
藤
木
河
岸
か
ら
出
発
し
た
１４
〜

１７
番
の
４
艘
の
筏
が
横
川
に
到
着
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
既
に
１７
艘
の
筏
が
到
着
し
て
い
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
以
降
、
日
記
か
ら
は
２２
艘

の
筏
が
到
着
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
が
、

到
着
に
あ
た
っ
て
も
小
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

２６
日
の
日
記
に
は
槻
１
本
と
杉
１
本
が
横
川

に
繋
い
で
あ
る
筏
か
ら
盗
ま
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
う
け
て
御
勘
定
方
遠
山
弥

左
衛
門
な
ど
に
内
々
に
相
談
し
ま
し
た
。
筏
に

組
ま
れ
て
や
っ
て
く
る
御
用
材
は
大
量
に
わ

た
る
た
め
、
盗
ま
れ
た
の
か
、
流
さ
れ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
表
向
き
に
は
届
け
出

を
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
幕
府
の
方
で
ど
の

よ
う
な
処
理
を
し
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

御
用
材
で
あ
っ
た
た
め
か
御
用
材
運
搬
を
担

当
す
る
人
た
ち
で
収
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が

わ
か
り
、
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
筏
に
乗
っ
て
き
た
上
州
の
筏
乗
り
た

ち
は
帰
り
は
陸
路
で
故
郷
へ
帰
っ
て
い
く
の

で
す
が
、
そ
の
帰
り
の
路
銀
が
足
り
な
い
と
の

こ
と
で
七
郎
右
衛
門
が
受
け
取
っ
た
賃
金
の

中
か
ら
貸
し
渡
し
て
い
ま
す
。筏
乗
り
た
ち
は
、

江
戸
へ
の
筏
運
搬
に
際
し
て
は
最
低
限
の
路

銀
し
か
持
た
さ
れ
て
い
な
い
の
か
ど
う
か
は

不
明
で
す
が
、
御
用
材
運
搬
の
一
コ
マ
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
間
を
か
け
て
運
ば
れ
た
御

用
材
は
横
川
に
つ
な
ぎ
止
め
て
い
る
間
に
「
洗

立
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
運
搬
の
過
程
で
つ

い
た
汚
れ
な
ど
を
落
と
す
作
業
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
水
門
の
内
、
つ
ま
り

猿
江
御
材
木
蔵
へ
と
納
入
し
た
の
で
す
。

こ
の
「
猿
江
御
蔵
納
御
用
中
日
記
」
は
具
体

的
な
筏
運
搬
に
関
す
る
記
述
の
み
な
ら
ず
、
中

川
番
所
通
行
の
実
態
や
猿
江
御
材
木
蔵
周
辺

の
様
相
な
ど
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
江

戸
時
代
の
江
東
区
の
様
相
を
う
か
が
え
る
史

料
は
ま
だ
ま
だ
他
地
域
に
眠
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
龍
澤
潤
）

【写真1】安政期「泰平江戸図」（部分）（江東区中川船番所資料館蔵）。
中央に「御ざいもくぐら」の文字が見える。

【写真2】歌川広重「中川」（江東区中川船番所資料館蔵）広重『画本江戸
土産』に描かれた中川番所周辺のようす。筏が数隻通行している。



8

「
江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員
」
て
、
聞
い

た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。
街
に
伝
え
ら
れ
た
文

化
財
を
通
し
て
地
域
の
歴
史
を
案
内
す
る

方
々
で
す
。

今
回
、
ガ
イ
ド
員
が
案
内
し
た
の
は
、
芭

蕉
記
念
館
主
催
の
「
区
内
芭
蕉
史
跡
め
ぐ
り
」

で
す
。
平
成
１９
年
度
「
奥
の
細
道
」
旅
立
ち

の
日
イ
ベ
ン
ト
と
銘
打
っ
て
、
去
る
５
月
１６

日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
史
跡

め
ぐ
り
開
催
に
あ
た
っ
て
、
ガ
イ
ド
要
請
が

あ
り
、
ガ
イ
ド
員
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

史
跡
め
ぐ
り
当
日
、
一
般
参
加
者
５６
名
は
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ガ
イ
ド
員
も
各
班
に
そ

れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
付
き
ま
し
た
。
快
晴
の
な
か

歩
い
た
コ
ー
ス
は
、
芭
蕉
記
念
館→

（
隅
田
川

テ
ラ
ス
）→

史
跡
展
望
庭
園→

芭
蕉
稲
荷
神
社

→

（
万
年
橋
）→

臨
川
寺→

採さ
い

荼と

庵あ
ん

跡→

（
海

辺
橋
）→

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
墓→

深
川
江
戸

資
料
館
で
す
。
芭
蕉
記
念
館
か
ら
深
川
江
戸
資

料
館
を
結
ぶ
コ
ー
ス
は
、
芭
蕉
と
芭
蕉
の
住
ん

だ
深
川
の
下
町
を
巡
る
も
の
で
す
。

史
跡
め
ぐ
り
の
は
じ
ま
り
は
、
午
後
１
時

３０
分
。
ま
ず
、
記
念
館
の
展
示
を
見
学
し
た

の
ち
、
外
に
。
こ
こ
か
ら
が
ガ
イ
ド
員
の
出

番
で
す
。
芭
蕉
記
念
館
を
裏
木
戸
か
ら
出
る

と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
が
あ
り
、
そ
れ
に

沿
っ
て
歩
道
が
続
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
員
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
階
段
を
上
り
、
塀
を
越

え
る
と
、
向
こ
う
に
は
隅
田
川
、
そ
し
て
川

沿
い
の
景
観
が
広
が
り
ま
す
。
川
沿
い
に
隅

田
川
テ
ラ
ス
を
歩
く
と
、
芭
蕉
も
受
け
た
で

あ
ろ
う
、
隅
田
川
の
爽
や
か
な
風
が
身
を
包

み
ま
す
。
数
分
あ
る
く
と
史
跡
展
望
庭
園
に

到
着
。
疲
れ
た
体
を
芭
蕉
坐
像
が
迎
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
３
〜
５
分
程
度
に
ま
と
め
ら
れ
た

解
説
内
容
は
、
要
点
を
押
さ
え
た
、
解
か
り

や
す
い
も
の
で
、
史
跡
め
ぐ
り
の
疲
れ
を
感

じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
さ
す
が
「
ガ
イ
ド
員
！
」

と
い
う
思
い
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
解
説
ポ
イ
ン
ト
や
隅
田
川
テ
ラ

ス
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ス
の
間
に
は
、
相
撲

部
屋
が
集
ま
る
通
り
、
仙
台
堀
川
沿
い
を
海

辺
橋
際
の
採
荼
庵
ま
で
歩
く
小
道
（
芭
蕉
俳

句
の
散
歩
道
）、
さ
ら
に
は
江
戸
情
緒
の
残
る

江
戸
資
料
館
通
り
な
ど
、
コ
ー
ス
自
体
に
対

す
る
興
味
も
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

芭
蕉
の
住
ん
だ
深
川
を
歩
き
、ガ
イ
ド
員
の
解

説
を
聞
く
。
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
が
、
江

東
区
ガ
イ
ド
員

の
幅
広
い
知
識

に
裏
付
け
ら
れ

た
解
説
が
、
参

加
者
の
午
後
を

さ
ら
に
心
地
よ

い
時
間
に
変
え

た
こ
と
で
し
ょ

う
。

芭蕉記念館史跡展望庭園で解説をするガイド員

区
内
芭
蕉
史
跡
め
ぐ
り
�

江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員
活
動
報
告
�

区
内
芭
蕉
史
跡
め
ぐ
り
�

新
刊
案
内

文
化
財
係
よ
り
新
た
に
２
冊
が
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
両
書
と
も
専
門
的
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
』
１５
号

Ｂ
５
版
　
７
９
頁
　
７
０
０
円

【
構
成
】

論
文
　
―
小
特
集
　
流
通
と
江
東
区
―

出
口
宏
幸

「
貝
殻
（
蛎
殻
）
流
通
と
地
域
社
会
」

赤
澤
春
彦

「
材
木
原
産
地
と
深
川
木
場
材
木
問
屋
」

龍
澤
　
潤

「
小
松
原
春
直
日
記
か
ら
見
え
る
も
の
」

史
料
紹
介

久
染
健
夫

「
深
川
江
戸
資
料
館
所
蔵
　
江
東
地
域
の

地
図
類
に
つ
い
て
」

書
評石

居
人
也

「
小
泉
雅
弘
著
『
下
町
学
芸
員
奮
闘
記
』」

『
中
川
番
所
資
料
集
』
１

Ａ
５
版
　
８
０
頁

８
０
０
円

中
川
番
所
に
関
連
し
た
資
料
を
翻
刻
す
る

シ
リ
ー
ズ
で
、
今
回
は
神
宮
文
庫
所
蔵
の

「
中
川
御
制
札
記
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
加

藤
貴
氏
に
よ
る
解
題
、
中
川
番
所
に
ち
な
ん

だ
コ
ラ
ム
も
入
っ
て
い
ま
す
。

●
頒
布
場
所
・
お
問
合
せ
先

区
役
所
６
階
１１
番
窓
口
　
文
化
財
係

（
℡
３
６
４
７
―
９
８
１
９
）


